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研究設備・研究支援人材・技術をネットワーク化
研究基盤エコシステムで研究力強化

東北広域コアファシリティ・ネットワーク
CORE-LINK TOHOKU

01
統括マネジメント
体制の構築

高度研究支援
人材の育成と
キャリアパス形成

研究設備の
共有化促進

先導的な
研究設備の整備

02 
統合管理システ
ムCo-LiTの整備 03 

CORE-LINK
TOHOKU 利用
支援制度の構築

✓ 異分野融合
✓ 新たな価値創出

✓ データ利活用
✓ AI for Scienceへ貢献

✓ 産学連携強化
✓ 魅力ある装置開発

✓ 若手研究者育成
✓ 研究活性化

本事業がもたらす成果 ～誰もが先端研究設備と高度な技術支援にアクセスできる研究環境の実現～

✓ 東北広域を俯瞰する統括
マネジメント体制

✓ コーディネーターを核とし
た連携・支援体制

04 05 06 

✓ ネットワーク機関が連携し
高度研究支援人材を育成
⇒TCカレッジ等活用

✓ Co-LiT技術RA制度
⇒大学院生の
キャリア形成

ネットワーク機関が一体となり
研究設備の共有化促進

✓ 研究設備導入前確認
✓ 研究者インセンティブ整備
✓ 資金循環での

持続的な
設備維持更新

✓ 東北地域「人が集う地域連
携型共創拠点」形成

✓ 多様なニーズへの対応
Co-LiTデータによる    
戦略的設備整備

✓ 設備・人材・技術のデータ
の一元化

✓ 検索〜測定〜支払の一気
通貫＋外部データ連携

✓ 利用・稼働・
    支払データの

蓄積・分析

                       CORE-LINK TOHOKUが日本の研究力を支える新たなロールモデルとなる

東北地域における先端設備への
アクセス革新
✓ 設備利用料・旅費支援
✓ 双方向遠隔支援
✓ 伴走型技術支援
✓ 滞在型研究環境

6つの取り組み ー東北地域をつなぎ、先端研究環境を実現する基盤を構築－

【提案概要】 本事業は、東北地域に分散する研究設備・技術・研究支援人材・研究データを機関横断で結び、「CORE-LINK TOHOKU」の構築により研究基盤を刷新する。
山形大学および弘前大学が中核機関となり、東北大学が有するコアファシリティの整備・運用や研究支援体制に関する実績とノウハウを活用し、統合マネジメント体制と統
合管理システムCo-LiTを整備するとともに、研究設備の共有化と伴走型研究支援を推進する。これにより、地域や所属に依存しない研究環境を実現し、若手研究者の活
性化と異分野融合を促進する。さらに、人材育成・産学連携・データ利活用を通じて、持続的な研究基盤エコシステムを形成する。

EPOCH 山形大学 CORE-LINK TOHOKU プロジェクト

東北から全国へ
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